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ルソン島における送電線の建設により
発電部門への民間参入を支援

ルソン島
（プロジェクトサイト）

本事業の目的
ルソン島において民活で開発される2発電所と既存系統

とを連系する送電線および変電設備の建設・拡充を行うこと
により、ルソン系統への電力安定供給をはかり、同島の経済
発展に寄与することを目的とする。

本事業実施による効果（有効性・インパクト）	
本事業で建設された送電線は、民活で建設されるバタン

ガスおよびカセクナン両発電所を既存系統と連系している。
上記発電所の発電電力量の合計はルソンの電力需要の17%
を占めており、本事業はマニラ首都圏の総発電量を満たす上
で重要な位置づけにある。事業完成後（2004年）、バタンガ
ス発電所関連送電線、カセクナン発電所関連送電線共に事故
停電回数は極めて低い頻度に抑えられており、電力の安定供
給に寄与している。加えて、本事業実施後はマニラ首都圏周
辺のルソン系統の送電可能量が増加したため、電力をマニラ
首都圏の南北に位置する各変電所に相互に供給することが
可能となり、マニラ首都圏全体の安定的な電力供給に貢献し
ている。また、マニラ近郊に位置する企業、工業団地での受
益者調査では、事業実施前に比べて停電回数／時間が減少し、
電圧が安定してきたとの意見が聞かれ、事業効果を認識して
いることがわかった。よって、本事業の実施により概ね計画
通りの効果発現がみられ、有効性は高い。

本事業実施と国家計画等との整合性（妥当性）	
本事業の実施は審査時および事後評価時ともに、国家計画

等と合致しており、事業実施の妥当性はきわめて高い。審査
時には電力セクターの目標として民間企業の参入促進に加
えて、電源の多様化促進が掲げられていた。本事業は民活方
式で建設・運営される発電所（バタンガス・ガス発電所、カセ
クナン水力発電所）を既存の送電線網に連系するものであり、
電力セクターの施策と整合的であった。事後評価時点では
マニラ首都圏への送変電能力の拡大・強化が重視されており、
首都圏への送電能力強化へのニーズは高い。

事業実施の経済性（効率性）	
本事業は、事業費については計画を下回ったものの、期間

が計画を大幅に上回った（計画比155％）ため、効率性につ
いての判断は中程度と判断される。事業遅延のおもな原因
は入札手続きの遅れ、用地取得に時間を要したことなどが挙
げられる。

今後の展望（持続性）	
本事業は実施機関の能力および維持管理体制ともに問題

なく、高い持続性が見込まれると評価される。運営維持管理
を担当するフィリピン国家送電公社は、技術、体制、財務面に
つき問題はなく、本事業により整備された設備の定期的な点
検を行っている。

外部評価者：片桐 寿幸／伊藤 友見

持続的成長に向けた基盤整備
A

総合評価

開発途上国専門家の意見
電力セクター改革は民間企業の参入を促進するもの

であり、本事業はその改革に合致している。本事業にお
いて建設された送電線網は、電力の安定供給に寄与した。

専門家の氏名: Mr. Fernando Y. Roxas, DBA（学者）
アジア経営大学院（AIM）地質学修士、経営学修士。前職は国営電力
公社の民営化・再構築渉外オフィス室長。現在は、 AIMアソシエイト、
教授。専門はエネルギーおよび電力部門の民営化等。

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

SAIDI
SAIFI

0

1.2

0

200
SAIFI（回）SAIDI（分）

0.9150

0.6100

0.350

0.99

155

1.1

181 164.6

0.88

0.35

41.4

0.33

53.5

0.26

23.1

0.43

31.7

SAIDI（需要家あたり停電時間）とSAIFI（需要家あたり停電回数）

77 個別事後評価


